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Y = median yi
Z = median zi
式中の x(t)はダウンサンプリング後の EMG信号を表している．iはスライドする窓の番号
を表している．窓幅 100サンプルの窓を 10サンプルずつスライドさせ，窓内の最大値 (yi)
と最小値 (zi)を求める．すべての最大値のなかの中央値 (Y )を上限のしきい値とし，すべ
ての最小値のなかの中央値 (Z)を下限のしきい値とした．Fig3.4に示すように，Y より低
い値は 0に，Z より高い値は 1に，その間の区間は線形になるように正規化した．
EMG信号を正規化する一般的な手法は，最大随意収縮（Maximal Voluntary
















チャンネル 筋肉 音名 周波数 (Hz)
1 腓腹筋 C5 523
2 前脛骨筋 G4 392
3 大腿直筋 E4 330









































































































Fig 4.7: 正解データ Bに対しての回答の割合
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